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７
月
に
入
り
、
雨
・

猛
暑
・
台
風
と
変
わ
り

や
す
い
天
気
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

休
日
に
家
族
で
買
い
物
に
行
き
ま

し
た
が
、
外
は
暑
く
お
店
は
涼
し
く

の
繰
り
返
し
で
、
夜
に
な
る
と
少
し

体
調
が
悪
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
暑
さ
を
乗
り
切
る
に
は
、
よ
く

食
べ
て
、
よ
く
寝
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
普
段
か
ら
汗
を
か
く
習

慣
を
付
け
て
お
く
と
急
な
暑
さ
に
も

体
の
体
温
調
節
が
上
手
く
い
く
そ
う

で
す
。
慢
性
的
な
運
動
不
足
の
私

も
、
少
し
体
を
動
か
す
こ
と
を
覚
え

て
、
暑
さ
に
備
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
中
浦
友
仁
）

第
2８
回
通
常
総
代
会

第
2８
回
通
常
総
代
会
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人人次代へつなぐ次代へつなぐ 業業農農
五和町手野  林　雄介さん

あさつゆ
四国霊場八十八ヶ所巡拝四国霊場八十八ヶ所巡拝全3回全3回

熊本駅発着

８
月
21
日
（月）  

定
休
日 

～9月9日㈯～9月14日㈭～～9月9日㈯～9月14日㈭～

熊本駅（18：00）　　　　小倉港（21：55発）　　　船舶

昼
夕

朝

昼
夕

朝

昼
夕

朝

昼
夕

朝

昼
一

朝

日 観光

１

２

３

４

５

６

○=下車観光 食

松山観光港（５：00）　　　　①霊山寺　　　　②極楽寺　　　　③金泉寺

　　　　④大日寺　　　　⑤地蔵寺　　　　⑩切幡寺　　　　⑨法輪寺　

　　　　⑧熊谷寺　　　　⑦十楽寺　　　　⑥安楽寺宿坊（17：00頃）

ホテル（７：00～８：00）　　　 ⑱恩山寺　　　　⑲立江寺　　　　⑳鶴林寺

　　　　㉑太龍寺　　　　㉒平等寺　　　　㉓薬王寺　　　　○鯖大師　

　　　　㉔最御崎宿坊（18：00頃）

宿坊（７：30～８：00）　　　　⑪藤井寺　　　　⑯観音寺　　　　⑭常楽寺

　　　　⑮国分寺　　　　⑫焼山寺　　　　⑬大日寺　　　　⑰井戸寺

　　　　徳島市内（17：00頃）

ホテル（７：30～８：00）　　　　㉛竹林寺　　　　32禅師峰寺

　　　岡山駅（14：30～15：30）　　　小倉駅（16：00～17：00）

　　　熊本駅（20：30頃）

宿坊（７：30～８：00）　　　㉕津照寺　　　　㉖金剛頂寺　　　　㉗神峯寺

　　　　㉘大日寺　　　　㉙国分寺　　　　㉚善楽寺

　　　　高知市内（17：30頃）

貸切バス

※交通機関の都合により利用便・行程スケジュールが変更になる場合がございます。
　後日、改めて集合・解散地（及び時刻）をお知らせいたします。

泊

泊

泊

泊

泊

四国霊場八十八ヶ所巡拝とは

第１回　阿波・土佐の国  １番から32番札所  ６日間

旅行実施日

募集締切日

㈮
8４

　弘法大師様が修行のためにたどった道
をたどることで、お大師様の霊験にあや
かりたいという人々の願いから「お遍
路」というお参りの形となりました。
　現在では、自分を見つめなおす癒しの
旅として、中心世代の60～70代だけで
なく、若者や学生、外国人まで、多くの
人が「四国霊場八十八ヶ所巡拝」の魅力
に惹かれ巡っています。

■募集人数：20名様（最少催人数15名様）
■食事条件：朝食５回、昼食５回、夕食４回
■添 乗 員：全行程同行して旅行管理業務を行います
■申 込 金：20,000円（旅行代金に充当いたします）

■募集人数：20名様（最少催人数15名様）
■食事条件：朝食５回、昼食５回、夕食４回
■添 乗 員：全行程同行して旅行管理業務を行います
■申 込 金：20,000円（旅行代金に充当いたします）

旅行代金

99,500円99,500円大人お一人様
※２～４名様
　１室料金

大人お一人様
※２～４名様
　１室料金

●掛　軸…500円　　　●納経帳…300円
●白　衣…200円
※旅行代金とは別に料金が必要です。旅行当日にお支払い
　ください。

納経代１ヶ寺の料金



　

こ
の
度
、
第
28
回
通
常
総
代

会
後
の
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、

代
表
理
事
組
合
長
を
仰
せ
つ
か

り
ま
し
た
湯
貫
秋
男
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

わ
が
国
の
農
業
・
農
村
情
勢

に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

迷
走
、
日
米
２
国
間
交
渉
（
Ｆ

Ｔ
Ａ
）
、
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
な

ど
国
民
の
食
料
や
農
業
生
産
が

直
接
影
響
を
受
け
る
国
際
情
勢

の
中
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
国

内
に
お
い
て
は
政
府
の
規
制
改

革
推
進
会
議
に
よ
る
急
進
的
な

農
業
、
農
協
改
革
に
対
す
る
意

見
が
大
き
く
反
映
し
た
政
策
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て

県
内
で
は
熊
本
地
震
を
は
じ
め

自
然
災
害
も
多
発
し
私
た
ち
の

生
活
環
境
や
農
業
生
産
に
は
多

く
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
厳
し

い
環
境
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

Ｊ
Ａ
で
は
第
５
次
３
ヵ
年
計
画

「
農
業
者
の
所
得
増
大
」
「
農

業
生
産
の
拡
大
」
「
地
域
の
活

性
化
」
に
向
け
て
積
極
的
な
自

己
改
革
を
進
め
「
Ｊ
Ａ
の
基
本

理
念
、
役
割
」
を
も
と
に
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
遵
守
し
関
係

機
関
と
連
携
し
健
全
経
営
、
事

業
遂
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

組
合
員
皆
様
に
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
就
任
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
第
28
回
通
常
総
代

会
後
の
理
事
会
に
お
い
て
、
経
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第
28
回
通
常
総
代
会
が
６
月
24
日

（
土
）、
本
店
大
会
議
室
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
総
代
５
２
９
人
中

４
８
３
人
（
委
任
状
・
書
面
決
議
書

を
含
む
）
の
総
代
の
方
の
ご
出
席
を

い
た
だ
き
、
来
賓
と
し
て
中
村
五
木

天
草
市
市
長
様
、
池
田
和
貴
熊
本
県

議
会
議
員
様
、
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
会

長
の
小
崎
憲
一
様
を
は
じ
め
関
係
機

関
多
数
の
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。

　

総
代
会
で
は
、
次
の
第
１
号
議
案

か
ら
第
５
号
議
案
お
よ
び
附
帯
決

議
・
報
告
事
項
が
上
程
さ
れ
、
慎
重

に
審
議
さ
れ
た
結
果
原
案
通
り
承
認

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
第
１
号
議
案　

平
成
28
年
度
事
業

報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い

て（
報
告
事
項
）平
成
28
年
度
貸
借

対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
注
記
表

及
び
附
属
明
細
書
に
つ
い
て

▼
第
２
号
議
案　

平
成
29
年
度
事
業

計
画
及
び
関
連
事
項
に
つ
い
て

▼
第
３
号
議
案　

役
員
の
選
任
に
つ

い
て

▼
第
４
号
議
案　

役
員
退
職
慰
労
金

の
支
給
に
つ
い
て

▼
第
５
号
議
案　

全
国
農
業
協
同
組

合
連
合
会
が
行
う
農
業
経
営
事
業

に
関
す
る
同
意
に
つ
い
て

▼
附
帯
決
議　

本
日
の
決
議
事
項
中
、

軽
微
な
事
項
の
変
更
・
修
正
及
び

誤
算
・
誤
字
の
訂
正
並
び
に
法
令
、

そ
の
他
行
政
庁
の
指
示
に
よ
る
必

要
な
修
正
加
除
は
、
こ
れ
を
理
事

会
に
一
任
す
る
も
の
と
す
る
。

　

Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
改
正
農

協
法
の
施
行
に
伴
い
、
必
要
以
上
に

政
府
が
関
与
し
て
く
る
状
況
に
お
い

て
、
年
々
経
営
環
境
も
厳
し
さ
を
増

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

平
成
29
年
度
は
、
第
５
次
Ｊ
Ａ
本
渡

五
和
活
動
総
合
３
ヵ
年
計
画
の
中
間

年
度
に
あ
た
り
、
初
年
度
の
取
り
組

み
状
況
を
精
査
し
、
「
農
業
者
の
所

得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域

の
活
性
化
」
の
実
践
に
向
け
て
、
総

合
事
業
力
を
活
か
し
た
多
様
な
対
策

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
実
施
し
ま
し
た
６
支

店
体
制
へ
の
再
編
に
伴
う
様
々
な
要

望
・
課
題
等
の
改
善
に
向
け
、
す
べ

て
の
役
職
員
が
全
精
力
を
傾
け
確
実

な
事
業
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
支
店
の
機
能
強
化
を
図
り
、

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
と
の
絆

の
再
構
築
に
向
け
、
職
員
教
育
強
化

に
よ
り
お
客
様
満
足
度
向
上
を
目
指

し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守
の
も

と
組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
信

頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
本
渡
五
和
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

①
第
５
次
Ｊ
Ａ
本
渡
五
和
活
動
総
合

３
ヵ
年
計
画
の
実
践

②
地
域
農
業
を
支
え
る
担
い
手
育
成

と
地
域
営
農
組
織
の
支
援
・
連
携

③
生
産
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た
取
組

強
化
と
多
様
な
販
売
方
法
の
実
践

④
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
活
動
を
通
じ
た
地

域
活
性
化
・
生
活
イ
ン
フ
ラ
機
能

の
充
実

⑤
強
固
な
財
務
基
盤
確
立
に
向
け
た

自
己
資
本
の
充
実

⑥
組
合
員
対
応
力
強
化
に
向
け
た
職

員
教
育
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
職

場
環
境
の
整
備

⑦
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
強
化

に
よ
る
信
頼
性
の
向
上

済
事
業
担
当
常
務
を
仰
せ
つ
か

り
ま
し
た
、
梅
川　

正
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

昨
年
１
月
に
は
半
世
紀
ぶ
り

と
言
わ
れ
た
大
雪
と
マ
イ
ナ
ス

７
度
を
記
録
し
た
寒
害
、
４
月

に
は
２
度
に
渡
る
熊
本
大
地
震

が
起
き
る
と
い
う
稀
に
み
る
天

災
の
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

依
然
と
し
て
厳
し
く
、
「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
」
に
加
え
「
Ｅ
Ｐ
Ａ
交

渉
」
か
ら
も
目
を
離
せ
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
組
合
員
の

皆
様
を
は
じ
め
農
業
現
場
か
ら

の
声
を
い
た
だ
き
な
が
ら
農
協

経
営
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
就
任
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

 

第
28
回
通
常
総
代
会
後
の
理

事
会
に
お
い
て
、
信
用
事
業
担

当
の
常
務
理
事
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
、
松
本
太
一
で
ご
ざ
い

ま
す
。
職
員
と
し
て
平
成
29
年

３
月
ま
で
信
用
事
業
の
部
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
実
践

的
能
力
者
と
し
て
経
験
を
活
か

し
、
業
務
を
遂
行
い
た
し
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
へ
、
信
頼
と
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
れ
る
よ
う

職
員
と
共
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

管
内
に
お
い
て
は
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
・
農
業
者
の
減

少
・
少
子
高
齢
化
等
人
口
の
減

少
で
厳
し
い
環
境
に
有
り
ま
す

が
、
農
業
者
の
所
得
増
大
・
農

業
生
産
の
拡
大
・
地
域
の
活
性

化
へ
向
け
、
Ｊ
Ａ
の
果
た
す
べ

き
役
割
を
認
識
し
役
職
員
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
組
合
員
皆
様
へ
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、
第
28
回

通
常
総
代
会
後
の
監
事
会
に
お

い
て
、
常
勤
監
事
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
中
原
幸
八
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

昨
今
の
農
業
、
農
村
を
取
り

巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

な
か
、
本
年
は
「
農
業
者
の
所

得
増
大
」
、
「
農
業
生
産
の
拡

大
」
な
ど
、
地
域
社
会
の
信
頼

に
応
え
貢
献
す
る
Ｊ
Ａ
づ
く
り

を
目
指
し
た
第
５
次
総
合
３
ヵ

年
計
画
の
２
年
目
に
当
た
り
ま

す
。

　

ま
た
、
改
正
農
協
法
の
施
行

に
伴
い
平
成
31
年
よ
り
監
査
法

人
に
よ
る
公
認
会
計
士
監
査
が

導
入
さ
れ
ま
す
。
Ｊ
Ａ
経
営
の

健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、

内
部
統
制
の
運
用
状
況
を
精
査

し
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
な

が
ら
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態

勢
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
監
事
監
査
基
準
を
遵

守
す
る
と
と
も
に
各
監
事
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
内
部
監
査

を
は
じ
め
各
監
査
機
関
と
連
携

し
、
監
事
の
職
務
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

組
合
員
皆
様
の
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
就
任
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

原
案
通
り
承
認・可
決

▲質問をされる総代

平
成
29
年
度
事
業
方
針

平
成
29
年
度
の

重
点
取
り
組
み
事
項

組
合
長
に
湯
貫
秋
男
理
事
就
任

代表理事組合長

湯 貫 秋 男

就
任
の
挨
拶

代表理事常務
（信用事業担当）

松 本 太 一

代表理事常務
（経済事業担当）

梅 川 　 正

常勤監事

中 原 幸 八

　

６
月
24
日
の
第
28
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任

が
投
票
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
、
新
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
代
会
終
了
後
に
理
事
会
を
開
催
し
、
代
表
理
事
組
合
長
に
湯
貫
秋
男

理
事（
下
浦
）、
代
表
理
事
常
務（
経
済
事
業
担
当
）に
梅
川　

正
理
事（
枦
宇
土
）、

代
表
理
事
常
務（
信
用
事
業
担
当
）に
松
本
太
一
理
事（
志
柿
）が
常
勤
役
員
と
し
て

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
監
事
会
も
同
日
開
催
さ
れ
、
常
勤
監
事
に
中
原
幸
八
監
事（
楠
浦
）が
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

特集 第28回 通常総代会開催第28回 通常総代会開催
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新　役　員　名　簿

委　員　会　名　簿

役
職
名

氏
　
　
　
名

湯
貫
　
秋
男

梅
川
　
　
正

松
本
　
太
一

中
田
昭
二
三

本
多
　
幸
人

池
崎
　
　
司

福
田
　
賢
二

立
川
　
慎
一

佐
々
木
隆
司

廣
田
千
佐
子

松
本
　
豊
徳

金
子
　
彰
泰

金
子
　
久
幸

山
川
　
　
武

黒
川
紀
世
子

泉
　
　
満
子

大
塚
　
陽
介

中
原
　
幸
八

鳥
羽
瀬
周
一

横
山
　
廣
志

平
田
　
和
敏

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

常
勤
監
事

監

事

監

事

員
外
監
事

代
表
理
事

組
合
長

代
表
理
事

常
務（
経
済
）

代
表
理
事

常
務（
信
用
）

新
任
新
任

新
任

新
任

新
任

新
任

新
任

新
任

新
任
新
任

新
任

梅川　　正
代表理事 常務

（枦宇土地区）

金融共済委員会 ６名

本多　幸人

池崎　　司

福田　賢二

立川　慎一

廣田千佐子

大塚　陽介

金融共済委員長

（城河原地区） （宮地岳地区）

（手野地区） （本町地区）

（本渡南地区）

経済委員会 ８名

福田　賢二

中田昭二三

廣田千佐子

松本　豊徳

金子　彰泰

金子　久幸

黒川紀世子

大塚　陽介

経済委員長

（本渡北地区）（本渡南地区）

（御領地区）（楠浦地区）

（青壮年部）（鬼池地区）

（女性組織）（本町地区）

（青壮年部）

総務委員会 10名

立川　慎一

中田昭二三

本多　幸人

池崎　　司

佐々木隆司

松本　豊徳

金子　彰泰

山川　　武

黒川紀世子

泉　　満子

総務委員長

（宮地岳地区）

（楠浦地区）

（城河原地区）

（手野地区）

（鬼池地区）

（本渡北地区）

（二江地区）

（女性組織）

（女性組織）

ニュース＆トピックスニュース＆トピックスニュース＆トピックス

　

こ
の
度
、
任
期

満
了
に
よ
り
、
６

月
24
日
開
催
の
通

常
総
代
会
を
も
ち

ま
し
て
、
代
表
理

事
組
合
長
を
退
任
致
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
６
月
よ
り
２
期
６
年
に
わ
た
り
組
合

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
在
任
期
間
中
は
組

合
員
、
役
職
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
関
係
各
位

の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
、
無
事
に
責
務
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
哀
心
よ
り
感
謝

と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

顧
み
ま
す
と
、
着
任
か
ら
の
６
年
間
、
農
業
情

勢
、
農
協
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
誠
に
厳
し
い
状

況
の
中
、
農
協
内
部
の
改
革
、
職
員
教
育
、
人
材

育
成
、
経
営
の
健
全
化
等
々
の
改
善
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
最
後
の
２
年
間
は

組
合
員
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
大
幅
な
機
構
改
革
に
着
手
し
、
永
年
の

懸
案
事
項
で
ご
ざ
い
ま
し
た
支
店
の
統
廃
合
を
成

し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
、
経
営
の
改
善
に
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
農
業
・
農
協
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
と
農
協
が
心
を
ひ
と
つ

に
し
て
、
こ
の
難
局
を
打
破
し
て
い
た
だ
く
よ
う

期
待
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
Ｊ
Ａ
本
渡
五
和
の
益
々
の
ご
発
展
と
皆

さ
ま
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

前代表理事組合長

久 保 源 三

退
任
の
挨
拶

（亀場地区）

　平成29年６月24日、本店第３会議室において
理事会が開催され、次の議案が審議・承認されま
した。
第１号議案　代表理事及び役付理事の選任につい

て
第２号議案　理事の順位について
第３号議案　役員報酬について
第４号議案　常勤理事の他の団体理事等への就任

の承諾について
第５号議案　委員会の構成と委員長の選任につい

て
第６号議案　子会社（丸善興産㈱・㈱ＪＡ直売天

草・㈱ジェイ・エー天草自動車セン
ター）の役員選任について

第７号議案　子会社（丸善興産㈱・㈱ＪＡ直売天
草・㈱ジェイ・エー天草自動車セン
ター）の監査役の選任について

報告事項
　①理事との利益相反にかかる取り扱いについて
　②誓約書の取り扱いについて

　平成29年６月28日、本店第３会議室にお
いて理事会が開催され、次の議案が審議・承
認されました。
実 績 報 告　平成29年度５月末事業実績につ

いて
第１号議案　平成28年度県常例検査結果に

対する第２回回答書について
第２号議案　法人団体借入申込みについて
第３号議案　法人団体借入枠申込みについて
第４号議案　平成28年度業務報告書につい

て
第５号議案　役員退職慰労金の支給について
第６号議案　夏期賞与の支給について
第７号議案　役員視察研修について
第８号議案　役員利益相反取引にかかる報告

について
報告事項
　①ＪＡ財務モニタリングについて
　②ＪＡ本渡五和役職員大会について
　③農機自動車大展示会開催について

田
植
え
体
験
楽
し
む

Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
活
動

第
10
期
ア
グ
リ
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
開
校

　

第
10
期
ア
グ
リ
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル

が
６
月
17
日
開
校
し
、
管
内
の
小
学

校
６
校
か
ら
56
人
が
入
校
し
ま
し
た
。

平
成
20
年
か
ら
始
ま
っ
た
同
ス
ク
ー

ル
も
10
年
目
を
迎
え
、
今
年
も
多
く

の
子
ど
も
達
に「
食
」と「
農
」の
大

切
さ
を
学
ん
で
も
ら
う
た
め
、
田
植

え
や
稲
刈
り
・
郷
土
料
理
体
験
な
ど

年
５
回
の
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

入
校
式
で
は
、
横
山
廣
志
校
長
が

「
今
日
は
田
植
え
体
験
を
行
い
ま
す

が
、
１
年
を
通
し
て
田
ん
ぼ
の
観
察
、

稲
刈
り
体
験
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
担
任
の
先

生
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
、
た
く
さ

ん
の
お
友
達
を
作
っ
て
下
さ
い
」
と

挨
拶
。
続
い
て
瀬
戸
小
学
校
６
年
生

の
川
峯
く
る
み
さ
ん
が
、
「
先
生
の

話
を
良
く
聞
い
て
、
友
達
を
た
く
さ

ん
作
っ
て
、
田
植
え
体
験
を
楽
し
み

た
い
で
す
」
と
新
入
生
を
代
表
し
て

元
気
よ
く
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

入
校
式
後
、
ス
ク
ー
ル
生
ら
は
本

渡
町
の
水
田
９
ａ
で
吉
本
指
導
員
か

ら
苗
の
植
え
方
の
説
明
を
聞
き
、
一

列
に
並
ん
で
手
植
え
を
ス
タ
ー
ト
。

職
員
と
青
壮
年
部
員
ら
が
生
徒
た
ち

の
間
に
入
り
、
植
え
付
け
方
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
も
ち
苗
を
一
苗
一
苗

丁
寧
に
植
え
付
け
ま
し
た
。
ス
ク
ー

ル
生
ら
は
、
ぬ
か
る
む
田
ん
ぼ
に
尻

も
ち
を
つ
い
た
り
、
カ
エ
ル
を
捕
ま

え
た
り
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
田
植
え
体

験
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
８
月
19
日（
土
）に
、
田

ん
ぼ
の
観
察
を
行
う
予
定
で
す
。

▲第10期ＪＡ本渡五和アグリキッズスクール生

新入生代表
挨拶をする
川峯くるみさん

松本　太一
代表理事 常務

（志柿地区）

※重複あり

湯貫　秋男
代表理事 組合長

（下浦地区）
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Ｊ
Ａ
直
売
天
草
と
れ
た
て
市
場
出
荷

協
議
会
は
６
月
19
日（
月
）、
Ｊ
Ａ
本
渡

五
和
本
店
で
会
員
１
８
３
人
が
参
加

し
、
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

植
田
繁
雄
会
長
は
、
「
昨
年
は
自
然

災
害
が
多
い
年
と
な
り
、
１
月
の
大
雪

に
続
き
４
月
に
は
熊
本
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
。
当
協
議
会
も
被
災
地
へ
出
向

き
２
，４
０
０
食
の
だ
ん
ご
汁
の
炊
き

出
し
を
行
い
、
被
災
者
の
方
々
か
ら
大

変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も

様
々
な
活
動
を
行
い
な
が
ら
総
売
上
高

10
億
円
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

協
力
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
昨
年
度
売
上
高
８
億

１
，２
５
３
万
円
（
前
年
対
比
１
０

１
・
５
％
）
を
計
上
。

　

平
成
29
年
度
事
業
計
画
と
し
て
、
７

月
に
青
年
部
の
花
火
大
会
出
店
や
８
月

の
新
米
フ
ェ
ア
ー
、
10
月
に
は
秋
の
収

穫
祭
な
ど
の
多
数
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
渡
南
支
店
で
は
、
旧
山
口
支
所
で

毎
週
月
曜
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
「
通

い
の
場
」
と
し
て
、
認
知
症
予
防
体
操

な
ど
を
実
施
し
て
健
康
づ
く
り
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
15
日（
木
）に
は
、
テ
レ
ビ
等
で

も
活
躍
さ
れ
て
い
る（
株
）Ｒ
ｅ
学（
り

が
く
）の
川
畑
智
氏
を
講
師
に
招
き
、

「
認
知
症
予
防
」
に
つ
い
て
の
講
習
会

が
行
わ
れ
、
地
域
の
方
々
35
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
や
1
人
ジ
ャ
ン

ケ
ン
な
ど
身
近
な
物
を
使
っ
た
予
防
法

を
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
も
実
際
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
。
ゲ
ー
ム
感
覚
の
予
防
法
に
終

始
笑
顔
が
絶
え
ず
、
頭
の
体
操
を
楽
し

み
ま
し
た
。
川
畑
氏
は
「
今
回
の
予
防

法
を
自
宅
や
地
域
の
通
い
の
場
の
中
で

実
践
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
今
後
も

地
域
の
人
々
と
の
触
れ
合
い
を
大
切
に

し
て
、
皆
さ
ん
が
そ
ろ
っ
て
住
み
慣
れ

た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
生
活
で
き
る
よ

う
助
け
合
い
の
心
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

 　

Ｊ
Ａ
本
渡
五
和
女
性
大
学
が
、
７
月

６
日（
木
）に
開
校
し
、
59
名
が
入
学
さ

れ
ま
し
た
。

　

入
学
式
で
は
湯
貫
秋
男
組
合
長
が

「
女
性
大
学
は
『
食
』
と
『
農
』
を
課

題
に
、
活
動
を
通
し
て
豊
か
な
地
域
の

仲
間
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
が
目
的
で

す
。
新
し
い
出
会
い
の
中
で
い
ろ
い
ろ

な
勉
強
が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
、
３

年
間
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

　

第
１
回
目
の
活
動
と
し
て
、
天
草
市

健
康
増
進
課
成
人
保
健
係
参
事
の
石
松

由
紀
子
氏
を
講
師
に
招
き
、
「
食
と
健

康
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
会
と
、

当
組
合
の
吉
本
指
導
員
に
よ
る
「
野
菜

づ
く
り
講
習
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

石
松
氏
に
よ
る
講
演
会
で
は
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
に
つ
い
て
魚
や
肉
、
野
菜
な
ど

　

６
月
13
日（
火
）、
天
草
営
農
組
合
は

下
浦
町
の
田
ん
ぼ
で
本
渡
東
小
学
校
の

生
徒
31
人
に
田
植
え
の
体
験
学
習
を
行

い
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
「
あ
れ
が
お

米
に
な
る
の
？
」
と
い
う
一
言
か
ら
始

ま
っ
た
同
体
験
学
習
は
今
年
で
２
回

目
。
学
校
側
は
「
総
合
学
習
の
時
間
」

を
利
用
し
て
生
徒
ら
を
参
加
さ
せ
て
い

ま
す
。

　

生
徒
ら
は
も
ち
苗
の
植
え
方
の
説
明

を
受
け
た
後
、
12
ａ
の
田
ん
ぼ
に
横
１

列
に
並
ん
で
手
植
え
を
開
始
。
同
営
農

組
合
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
手
に
し

た
苗
を
丁
寧
に
植
え
付
け
ま
し
た
。
や

や
曇
り
空
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
田
植

え
を
し
て
い
る
子
ど
も
達
の
顔
は
笑
顔

で
晴
れ
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

吉
田
勉
組
合
長
は
「
今
回
参
加
し
て

い
る
子
ど
も
達
の
中
に
も
農
家
の
子
も

い
る
が
、
大
半
は
農
業
経
験
の
無
い
子

ど
も
達
だ
と
思
う
。
田
植
え
や
稲
刈
り

な
ど
の
体
験
を
通
し
て
農
業
の
楽
し
さ

を
知
り
、
少
し
で
も
関
心
を
持
っ
て
も

ら
い
、
そ
し
て
大
人
に
な
っ
た
時
に
１

人
で
も
多
く
農
業
の
道
へ
進
ん
で
も
ら

い
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
植
え
付
け
た
も
ち
米
は
、
10
月

に
稲
刈
り
体
験
と
し
て
同
生
徒
ら
が
収

穫
を
行
い
、
お
年
寄
り
と
の
交
流
会
や

餅
つ
き
な
ど
地
域
の
行
事
等
で
使
用
さ

れ
る
予
定
で
す
。

Ｊ
Ａ
直
売
天
草
と
れ
た
て
市
場

　
　

  

出
荷
協
議
会
通
常
総
会
開
催

Ｊ
Ａ
直
売
天
草
と
れ
た
て
市
場

　
　

  

出
荷
協
議
会
通
常
総
会
開
催

植田繁雄会長

（株）Ｒｅ学
川畑　智講師

総会の様子

本
渡
南
支
店
く
ら
し
の
活
動

「
通
い
の
場
」
で
健
康
づ
く
り

「
通
い
の
場
」
で
健
康
づ
く
り

天
草
営
農
組
合小
学
生
が
田
植
え
体
験

小
学
生
が
田
植
え
体
験

J
A
く
ら
し
の
活
動

第
３０
期
生
女
性
大
学
入
学
式
開
催

第
３０
期
生
女
性
大
学
入
学
式
開
催

各
食
材
１
日
あ
た
り
の
必
要
摂
取
量
を

模
型
で
表
し
、
実
際
に
食
す
る
量
と
比

べ
る
と
、
自
分
が
予
想
以
上
に
食
べ
過

ぎ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
て
い
る
方
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
「
野
菜
づ

く
り
講
習
会
」
で
は
、
苗
を
購
入
す
る

時
の
正
し
い
見
分
け
方
や
肥
料
の
種

類
、
病
害
虫
に
つ
い
て
の
予
防
法
・
対

処
法
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
受
講
生
ら

は
興
味
を
持
っ
た
様
子
で
熱
心
に
メ
モ

を
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
９
月
14
日（
木
）に
、
「
第
２

回
野
菜
づ
く
り
講
習
会
」
と
「
知
っ
て

得
す
る
マ
ナ
ー
講
座
」
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

湯貫秋男組合長

講習会の様子
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平成28年7月 営農情報平成29年7月 営農情報平成28年7月 営農情報平成29年7月 営農情報

　秋冬野菜面積推進取りまとめ中です。
　冬レタス、玉ねぎ、秋インゲン、春バレイ
ショ、スナップエンドウ、水菜、タカナ、取
りまとめします。指導員とご相談の上、面積
拡大を図ってください。
・オクラ…出荷規格（９．５～１２㎝）を厳守して

ください。
　・病害虫防除（収穫前日まで）：
　　すす病…ダコニール1000　１，０００倍　前日５回
　　灰色カビ病・黒斑病
　　　　　…ロブラール水和剤　２，０００倍　前日３回
　　うどんこ病・黒斑病
　　　　　…トリフミン水和剤　５，０００倍　前日３回
　　カメムシ・アブラムシ
　　　　　…トレボン乳剤　１，０００倍　前日３回
　　オオタバコガ
　　　　　…アファーム乳剤　２，０００倍　前日２回
　　アブラムシ
　　　　　…ダントツ水溶剤　２，０００～4,000倍　前日３回
★オクラの管理
■ 追肥については、１週間～10日に１回Ｓ
646号（またはアサヒエース）を10ａ当たり

　 20㎏～40㎏（１～2袋）施用。
■ 灌水については、 1週間間隔で行ってくだ
さい。

・シシトウ
　・台風対策：圃場の周りに防風ネットを設置
し、排水溝を整備し、支柱や杭にしっかり
固定する。

　・病害虫防除（収穫前日まで）
　　斑点細菌病…Ｚボルドー５００倍
　　スリップス、オオタバコガ
　　　　　　　…コテツフロアブル２，０００倍
　　　　　　　　収穫前日２回
　　アブラムシ…アクタラ顆粒水溶３，０００倍
　　　　　　　　収穫前日３回
★シシトウの管理
■ 追肥については、１週間～10日に10ａ当た
りＳ646号を12㎏もしくはアサヒエース15
㎏を施用。
■ 灌水については、1週間～10日間隔で行っ
てください。

営 農

情 報

営 農

情 報

営 農

情 報

作　　物 野　　菜

オクラの出荷会議開催 本町営農組合「広島菜の収穫」本町営農組合「広島菜の収穫」

　６月９日（金）、オクラ出荷会議が宮地岳の
松森勝喜さんの圃場で開催され、生産者19人
が参加しました。現在の販売状況の報告後、
出荷規格及び今後の管理作業を確認しました。
喜多指導員は、「今年度は播種時期の降雨と
低温の影響で例年より生育が遅れています。
また、生育期が低温に加え乾燥傾向だったた
め樹勢も弱く、病気の発生は少ないもののア
ブラムシ等の害虫は多く発生していますので、
早めの防除と追肥、潅水作業をお願いしま
す」と呼びかけました。
　今年度はオクラ部会員29人で作付面積
2．75ha、生産量58tを計画しています。

　本町営農組合は、５月29日と30日の両日晴天
のなか「広島菜」の収穫を行いました。広島菜
は白菜の一種で、葉が大きく幅も広いのが特徴
で高菜、野沢菜と共に三大漬け菜の一つとして
知られています。
　４月中旬に高菜収穫後の水田約25aを利用し、
育苗センターで播種・鉢上げされ７㎝ほどに育
った苗を定植。天候にも恵まれ順調に生育し、
40日ほどで収穫となりました。
　松下組合長は、「今回は吉本指導員の勧めで
試験的に作付けを行ったが、広島菜は出荷率も
良く収穫までの期間も短いため、リスクが少な
く安定した生産が見込まれる。高菜栽培時の畝
やマルチもそのまま使用できたため、結果的に
労力・資材の節減にもなり圃場も有効利用がで
きた。今後は作付面積を増やし本格的に生産し
ていきたい」と話されました。
　収穫した広島菜は、全量が楠浦町の野菜加工

センターで漬
け込まれ、７
月中には、「広
島菜漬け」の
原料として広
島県に出荷さ
れます。

出荷会議の様子

　農薬散布時には、近隣農作物への飛散に
注意しましょう！
早期水稲
水管理
　穂が出揃ってからは、根を健全にするた
め間断かん水を徹底しましょう。早めに水
を落としますと粒張り不足や胴割れ米の原
因となり、品質食味を落とします。落水期
は刈取りの５日前まで延長しましょう。
　間断かん水とは「２日間はかん水、３日間
は落水」状態です。台風が接近する場合、
風が強くなる前に深水にしましょう。

・適期刈取り
　1穂の籾のうち、８５％ぐらい熟れたころが
適期です。

・架干し（水分は１５％を目標）
　３～４日間を厳守してください。長くなると
胴割米が多くなります。
普通期水稲
・水管理…中干し（７月３１日まで）後は、間断
かん水を行う。

・穂　肥…穂数の増加、実入りをよくするため
有機苦土入０３８号を１０ａ当たり２０㎏施用。
ヒノヒカリで８月５日頃です。

・病害虫防除
　・いもち、白葉枯

…オリゼメート粒１０ａ当り４㎏、８月上
旬散布。

・カメ虫（斑点米）ウンカ防除…畦畔雑草、
水田周辺雑草を除去し、耕種的防除を行っ
てください。

　　…トライスタークル粉ＤＬ（穂揃期）
　　…トレボンスター粉ＤＬ（乳熟期）

水　管　理　表
深水 間断かん水

穂ばらみ期 出穂期 乳熟期 刈取り

遅刈り 早刈り

胴
割
米
・
茶
米

が
多
く
米
質
が

悪
く
な
り
、食
味

が
低
下
す
る
。

青
米
・
未
熟
米
が

多
く
な
り
ま
す
。

収量が多く、
米に光沢があ
り形質・食味
がよくなる。

適
期
刈
り

畜　　産

鳥おどし爆音機について
　ＪＡグループは集荷促進取り組み中です。農家の高齢化
対策として庭先集荷に取り組んでいきますので、ライスセ
ンターに集荷依頼の電話をお願いします。

本渡R.C. ☎２３－７２４５
五和R.C. ☎３２－１９２０

　早期水稲で使用中ですが、音量
や使用時間帯につい
てはご配慮をお願い
します。

平成2９年産米出荷、集荷への取り組みについて産米出荷、集荷への取り組みについて

本渡ライスセンターで等級
アップのために色彩選別機
を設置しています。

○空胎防除　８月16日㈬予定（本渡・五和地区）
○五和地区子牛注射　８月中旬予定
○本渡地区子牛注射　８月28日㈪・29日㈫
○育成品評会　８月下旬予定

　家畜には生産のために最も適した環境温度域
（生産温度域）があり、乳牛は10～18℃、肉
用牛では13～25℃とされています。気温が26
℃を上回ると、呼吸数を増加させたり、発汗を
活発にして水分を蒸発させるなど、体温を一定
に保つために体内の熱の放散を活発に行いま
す。気温が上がると水の摂取量が多くなりま
す。水の働きは、暑さによって失われた水分を
補給するだけでなく、体内を冷やして体温を上
げるといった効果もあります。夏場は特に、牛
が低温で新鮮な水をいつでも飲めるようにしま
しょう。（換気扇の設置も有効）

《夏季における飼養管理》
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からのおしらせ からのおしらせ

からのおしらせ金融

比例てん補方式
火災共済金

お支払い62．５万円 お支払い

NEW

100万円
火災共済金

大変だぁ～

※付保割合（％）＝

付保割合※ 50％

建物の評価額（再取得価額）：2,000万円  建物更生共済加入額（火災共済金額）：1,000万円

加入額
建物の評価額

共済金お支払い

実損てん補方式

※「付保割合80％未満」のご加入の場合 ※付保割合が低い場合は、共済掛金が
　割高になる場合があります。
※地震等により共済金をお支払いする
　場合は、実損てん補方式のご契約で
　あっても、実損てん補方式でのお支
　払いとはなりません。

※「付保割合80％以上」のご加入の場合

＊ともに加入額が限度

※加入額が限度

お支払いする
共済金の額

お支払いする
共済金の額

損害の額 加入額
建物の評価額×80％

損害の額

ぼやなどで１００万円の損害

例

建物更生共済の共済金のお支払い方法には
２つの方式があります。

新しい「実損てん補方式」は損害の額をしっかり
カバー！小さな損害の際も安心です！

詳しくはお近くのJA（または担当者）にお問い合わせください。

この方式では、評価額より加入額が少ない
場合、お支払いできる共済金が損害の額よ
り少なくなることがあります。

この方式では、損害の額※を共済金として
そのままお受取りになれます。

「比例てん補方式」と「実損てん補方式」の違いをご存じですか？

平成29年４月より、建物更生共済が新しくなりました！

JA共済の
建物の保障が
さらに充実
しました。

建物更生共済「むてきプラス」は、さらなる安心を
ご提供します！

新たに、
「実損てん補方式」という支払方式が導入
されました！

「臨時費用共済金」「特別費用共済金」をお支払い！

水災のときの保障が充実しました！
同一敷地内の

※建物主契約の場合
※自動保障となる付属建物・工作物には、一定の条件があります。
※自動保障を希望しない物については、自動保障としないことも可能です。

付属建物・工作物（門・塀、カーポート等）
を自動保障します！

POINT

１

POINT

２

POINT

３

建物 「実損てん補方式」
「比例てん補方式」から選べます 家財 すべて「実損てん補方式」

になりました



み ん な の ひ ろ ば !
頭の体操 ＝クロスワード＝頭の体操 ＝クロスワード＝

応
　
募
　
方
　
法

　

官
製
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

上
、
左
記
の
要
領
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
：
平
成
29
年
８
月
４
日

（
当
日
消
印
有
効
）

発　
　

表
：
平
成
29
年
８
月
号
誌
上

※

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
感

想
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
は
イ
ニ
シ
ャ
ル
で

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
こ
た
え

●
郵
便
番
号

●
住
所
（
必
ず
番
地
ま
で
記
入
）

●
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

●
ご
意
見
・
ご
感
想

※

今
月
号
の
よ
か
っ
た
記
事
や

　

身
近
な
出
来
事
や
話
題
な
ど

熊
本
県
天
草
市
南
新
町
９―

22

8 6 3 0 0 3 1

Ｊ
Ａ
本
渡
五
和

　
　
　

企
画
生
活
課

62

クイズに正解するとステキな商品が当たる！

※個人情報につきましては、プレゼントの発送や
　広報誌の編集以外では使用致しません。

前回の答え カ ブ ト ム シ ６月号当選者　枦宇土町　Ｔさん　楠浦町　Ｉさん　本町　Oさん
　　　　　　　宮地岳町　Ｔさん　亀場町　Ｉさん

読
者
の
声

葉葉

み
ん
な
の

み
ん
な
の
言
の
言
の

　就農して３年目にな
ります。両親と姉の４
人家族で、両親と一緒
に葉たばこ２ha、飼料
稲４ha、柿10aを経営しています。
　「圃地の排水管理の徹底や病虫害防
除、腐った葉を圃地に残さないなど、
葉たばこの品質管理・健康管理に気を
付けています。
親から引き継い
できたものを基
盤に、機械の導
入や自分なりに
新しいことに挑
戦して規模を大
きくしていきた
いです。」

五和町手野
林　雄介さん（32歳）

今月の顔

5
名様

正解

者の中
から抽選で正解

者の中
から抽選で

C

D

１

6

73

4

18

19 21

15

12

13

10

11

16

14

2

20

17

５

B

E

8

A

1
2
3
4
6
8
10
13
15
17
19

もくもくと高く盛り上がる雲
洋風の上履きの一つ
食事作りや掃除、洗濯など
武田信玄から連想される四字熟語
目や鼻や口があります
酔うと赤くなる人も
古い地層から恐竜の　　が見つかった
和風の宿泊施設です
　　より証拠
日本列島をぐるりと取り囲んでいます
歩き過ぎて足の裏にできちゃった

小玉や種なし、四角いものなどもある
果実
縁も　　もない人に助けられた
117に電話をかけると聞けます
ロシアの酒の代表格
ワインボトルの底に沈んでいることも
オランダゼリとも言う葉野菜
木などにぽっかりと開いた空洞
国語、算数、理課、社会など
コンニャクイモの生産量日本一の県
目上の人に勧める席
アンデス、プリンスといえば

2

5
7
9
11
12
14
16
18
20
21

タテのカギタテのカギ ヨコのカギヨコのカギ
Ｑ  二重マスの文字をＡ～Ｅの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
答え

●
久
し
ぶ
り
に
天
の
恵
み
を
頂
き
農

作
物
が
と
て
も
生
き
生
き
と
し
て

見
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
雑
草
と
の

戦
い
が
始
ま
り
ま
す
。
自
分
の
力

で
は
ど
う
に
も
出
来
な
い
天
の
恵

み
に
感
謝
し
無
駄
に
水
を
使
わ
な

い
様
に
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
五
和
町
Ｓ
さ
ん
）

●
自
己
流
で
の
家
庭
菜
園
に
は
ま
り

色
々
栽
培
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

は
友
人
の
勧
め
で
女
性
大
学
に
入

学
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
沢
山

の
仲
間
と
色
々
話
す
機
会
が
で
き
、

今
ま
で
以
上
に
楽
し
い
野
菜
作
り

や
料
理
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
下
浦
町
Ｏ
さ
ん
）

●
Ｊ
Ａ
が
開
い
て
い
る
子
供
達
が
体

験
す
る
会
、
た
め
に
な
る
内
容
す

ば
ら
し
い
。
す
べ
て
の
子
供
達
に

体
験
し
て
も
ら
い
た
い
。

（
中
村
町
Ｔ
さ
ん
）

●
つ
る
な
し
え
ん
ど
う
が
毎
日
収
穫

で
き
ま
す
。
や
わ
ら
か
く
て
ジ
ュ

ー
シ
ー
で
お
い
し
い
で
す
。
い
つ

の
頃
か
ら
か…

〝
す
じ
〞
が
な
く

な
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
日
々
進

化
!!
す
ご
い
で
す
ね
。
な
す
、
き

ゅ
う
り
、
し
し
と
う
。
実
に
な
る

前
の
小
さ
な
花
達
の
美
し
さ
に
も

癒
さ
れ
ま
す
ね
。（

五
和
町
Ｉ
さ
ん
）

※

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

アパナチュール40g
+歯ブラシ2本セット
を５名様にプレゼント！

アパナチュール40g
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を５名様にプレゼント！
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熱
中
症
は
高
温
多
湿
な
環
境
に
長
時
間
い
る
こ
と
で
、
徐
々
に
体
内
の
水
分

や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
調
節
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
る
こ

と
で
起
こ
り
ま
す
。
重
症
の
場
合
は
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
頭
痛
、

手
足
の
し
び
れ
、
吐
き
気
、
倦
怠
感

の
ど
が
渇
く
前
や
、
暑
い
と
こ
ろ
に
出
る
前
に
水
分
を
補
給
す
る
の
が
ベ
ス
ト

自力で水が飲めない、
意識がない場合は直
ちに救急車を呼びま
しょう

・
涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ
せ
る
。

・
衣
服
を
ゆ
る
め
て
、
体
を
楽
に
す
る
。

・
水
分
を
補
給
す
る
。

・
体
に
水
を
か
け
た
り
、
冷
や
し
た
タ
オ

　

ル
や
氷
、
保
冷
剤
で
首
、
脇
の
下
や
足

　

の
付
け
根
を
冷
や
す
。

・
朝
、
起
き
た
時　
　

・
毎
食
後　

・
外
出
前　

・
運
動
前

・
お
風
呂
に
入
る
前　

・
寝
る
前

※
ア
ル
コ
ー
ル
は
水
分
補
給
に
は
な
り
ま
せ
ん
！
（
ア
ル
コ
ー
ル
は
尿
の
量
を

　

増
や
す
た
め
、
吸
収
し
た
以
上
の
水
分
が
尿
で
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
）

意
識
が
な
い
、
け
い
れ
ん

手
足
が
動
か
な
い
、
な
ど

熱
中
症
と
は

症
状

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

こ
ん
な
時
に
水
分
補
給
を
!

熱
中
症
に
な
っ
た
時
の
応
急
処
置

重症になると...

　
自
然
災
害
に
よ
り
滅
失
し
、又
は
損

壊
し
た
た
め
取
り
壊
し
た
建
物
の
代
替

建
物
を
取
得
す
る
場
合
等
に
お
い
て
、そ

の
被
災
者
が
作
成
す
る
不
動
産
譲
渡
契

約
書
又
は
建
物
工
事
請
負
契
約
書
に
つ

い
て
、印
紙
税
を
非
課
税
と
す
る
措
置
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、公
的
貸
付
機
関
等
又
は
銀
行

等
の
金
融
機
関
が
、指
定
災
害
に
よ
り
被

害
を
受
け
た
方
に
対
し
て
、他
の
金
銭
の

貸
付
の
条
件
に
比
し
特
別
に
有
利
な
条

件
で
行
う
金
銭
の
貸
付
け
に
係
る
消
費

貸
借
に
関
す
る
契
約
書
に
つ
い
て
、印
紙

税
を
非
課
税
と
す
る
措
置
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
上
記
の
改
正
は
、平
成
28
年
4
月
1

日
以
後
に
発
生
し
た
自
然
災
害
に
係
る

契
約
書
に
つい
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
既
に「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」に
係
る

上
記
契
約
書
に
お
い
て
印
紙
税
を
納
付

し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、税
務
署
長
の

過
誤
納
確
認
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、そ

の
納
付
さ
れ
た
印
紙
税
額
に
相
当
す
る

金
額
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、最
寄
の
税
務
署
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

　
天
草
税
務
署（
☎
0
9
6
9
―
22
―

　 

2
5
1
0
）　
※
自
動
音
声
案
内

国
税
だ
よ
り

熊
本
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方

が
作
成
す
る
契
約
書
等
に
係
る
印
紙
税
の

非
課
税
措
置

エーコープマーク商品の紹介エーコープマーク商品の紹介

薬用歯みがき
アパナチュール

40ｇ 470円（税込）
135ｇ×２２，６１０円（税込）

ご愛用
特別キャンペーン 7/24まで

歯ブラシ（1本）プレゼント！

○
こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分
補
給

　

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
す
る
。

○
室
内
環
境
を
整
え
る

　

無
理
な
節
電
は
せ
ず
、
適
度
に
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
用
す
る
。

○
外
出
時
の
注
意

　

日
傘
や
帽
子
を
着
用
す
る
。
日
陰
を
利
用
し
、
こ
ま
め
に
休
憩
を
と
る
。

●プレゼントは135g×2のみとなります


